
第７５６９号 ２０１６年（平成２８年）７月１１日（月曜日） （４）（第三種郵便物認可）

第７５６９号２０１６年（平成２８年）７月１１日（月曜日） （第三種郵便物認可）（５）

（１）

第7 5 6 9号 月・水・金発行（祝日除く）組 合 員　月１,７２８円組合員外　月１,９４４円（消費税込）

11７月 日 2016年（平成２８年）
（月曜日）

発行所

東京都千代田区永田町2‒17‒14
03‐3593‐5751電 話

http://www.zensekiren.or.jp
昭和38年7月1日第3種郵便物認可 振替口座00130-4-52707

全国石油商業組合連合会

第７５６９号 ２０１６年（平成２８年）７月１１日（月曜日） （６）（第三種郵便物認可）

第７５６９号 ２０１６年（平成２８年）７月１１日（月曜日） （８）（第三種郵便物認可）

第７５６９号２０１６年（平成２８年）７月１１日（月曜日） （第三種郵便物認可）（３）

第７５６９号２０１６年（平成２８年）７月１１日（月曜日） （第三種郵便物認可）（７）

（第三種郵便物認可） ２０１６年（平成２８年）７月１１日（月曜日）第７５６９号 （２）

　

全
石
連
の
森
洋
会
長
と
河
本
博
隆
副
会
長
・
専
務
理
事
は
こ
の
ほ
ど
、
６
月
16
日
の
通
常
総
会
（
神
戸

市
開
催
）
で
の
新
体
制
発
足
後
初
め
て
、
自
民
党
石
油
流
通
問
題
議
員
連
盟
（
野
田
毅
会
長
）
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
、元
売
各
社
な
ど
業
界
内
外
関
係
者
ら
へ
の
歴
訪
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
森
会
長
は
こ
の
中
で
、

全
石
連
の
新
執
行
部
体
制
や
各
部
会
活
動
の
あ
り
方
、今
後
の
具
体
的
な
組
織
活
動
方
針
な
ど
を
説
明
し
、

協
力
・
支
援
を
強
く
要
請
。
全
国
各
地
の
組
合
員
・
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
石
油
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
堅
持
し
、

災
害
時
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
〝
最
後
の
砦
〞
と
し
て
の
重
責
を
全
う
し
て
い
く
方
針
を
示
し
た
。

　

６
月
30
日
に
は
石
油
流

通
議
連
の
野
田
会
長
、
７

月
６
日（
訪
問
順
）に
は
、

Ｊ
Ｘ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
木
村
康
会
長
（
石
油
連

盟
会
長
）、東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル

石
油
の
武
藤
潤
社
長
、
廣

瀬
隆
史
副
社
長
、
横
井
敬

和
常
務
取
締
役
、
コ
ス
モ

石
油
の
小
林
久
志
社
長
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
資
源

・
燃
料
部
の
山
下
隆
一
部

長
、
石
油
流
通
課
の
小
山

和
久
課
長
と
面
談
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
森
会
長
は

石
油
の
内
需
減
や
元
売
再

編
な
ど
、
Ｓ
Ｓ
を
取
り
巻

く
急
速
な
環
境
変
化
を
踏

ま
え
、
新
た
に
『
Ｓ
Ｓ
経

営
革
新
』『
官
公
需
』『
次

世
代
』
の
３
部
会
を
新
設

す
る
と
と
も
に
、
副
会
長

も
３
人
増
員
し
て
10
人
体

制
と
し
、
Ｓ
Ｓ
の
経
営
課

題
や
市
場
問
題
な
ど
に
迅

速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

体
制
を
整
備
し
た
こ
と
を

報
告
し
た
。

　

ま
た
、
石
油
業
界
全
体

に
今
後
大
き
な
影
響
を
与

え
る
喫
緊
の
課
題
と
し

て
、
Ｓ
Ｓ
か
ら
排
出
さ
れ

る
ガ
ソ
リ
ン
ベ
ー
パ
ー
な

ど
の
揮
発
性
有
機
化
合
物

（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）排
出
抑
制
対
策

に
つ
い
て
、
環
境
省
の
審

議
会
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｓ
側

に
対
策
を
求
め
る
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
現
状
を
報

告
。森
会
長
は「
車
側
で
対

応
す
れ
ば
１
台
１
万
円
。

Ｓ
Ｓ
側
で
対
応
す
れ
ば
１

Ｓ
Ｓ
１
千
万
円
に
も
上

る
。
Ｓ
Ｓ
に
対
応
を
求
め

ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な

っ
た
ら
、
第
２
の
地
下
タ

ン
ク
問
題
と
な
り
、
多
く

の
Ｓ
Ｓ
が
廃
業
・
撤
退
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ

う
し
た
事
態
は
絶
対
に
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
、
Ｓ
Ｓ
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
き
損
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
事
態
に
陥

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
協

力
・
支
援
を
求
め
た
。

　

一
方
、
税
制
問
題
に
つ

い
て
、
河
本
副
会
長
・
専

務
理
事
は
「
環
境
省
で
は

炭
素
税
的
な
新
税
を
導
入

し
、
化
石
燃
料
な
ど
か
ら

税
金
を
さ
ら
に
搾
り
取
ろ

う
と
い
う
よ
う
な
動
き
が

出
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ

以
上
、
石
油
に
税
金
を
課

す
よ
う
な
こ
と
は
反
対
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
く
訴
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
野
田
会

長
は
、
「
議
連
と
し
て
も

支
え
て
い
く
の
で
、
業
界

が
一
丸
と
な
っ
て
い
け
る

よ
う
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

　

木
村
会
長
は
「
安
定
供

給
・
安
定
需
要
・
安
定
収

益
を
確
立
し
、
消
費
者
に

選
ば
れ
る
強
靭
な
石
油
業

界
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が

業
界
の
た
め
に
も
、
社
会

の
た
め
に
も
な
る
と
思

う
」
と
述
べ
た
。

　

武
藤
社
長
は
「
石
油
が

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

石
油
業
界
全
体
を
持
続
可

能
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

り
立
た
せ
て
い
く
こ
と
が

石
油
の
安
定
供
給
に
つ
な

が
る
。そ
の
安
定
供
給
は
、

我
々
元
売
だ
け
で
も
で
き

な
い
し
、
Ｓ
Ｓ
業
界
の
方

々
だ
け
で
も
で
き
な
い
」

と
、
石
油
業
界
を
挙
げ
て

安
定
供
給
確
保
に
努
め
て

い
く
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

小
林
社
長
は
「
Ｖ
Ｏ
Ｃ

問
題
で
Ｓ
Ｓ
が
対
応
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
ら
大

変
な
こ
と
に
な
る
。
石
油

業
界
と
し
て
は
共
通
認
識

が
出
来
上
っ
て
い
る
と
思

う
。
（
経
済
合
理
性
の
面

か
ら
も
）
や
は
り
車
側
で

対
応
し
て
い
た
だ
く
ほ
う

が
良
い
」
と
、
石
油
業
界

一
体
と
な
っ
て
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
の
認

識
を
示
し
た
。こ
の
ほ
か
、

エ
ネ
庁
に
対
し
て
森
会
長

は
「
熊
本
地
震
で
は
精
販

一
体
と
な
っ
て
石
油
製
品

の
供
給
イ
ン
フ
ラ
を
他
業

界
に
先
ん
じ
て
立
ち
上

げ
、
熊
本
の
復
旧
・
復
興

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
今

後
も
い
つ
ど
こ
で
災
害
が

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
。
自
治
体
な
ど
と
災
害

時
の
協
定
を
締
結
し
て
い

る
石
油
組
合
の
組
合
員
に

10
分
の
10
で
自
家
発
電
機

を
設
置
す
べ
き
。
予
算
の

確
保
を
お
願
い
し
た
い
」

と
要
請
し
た
。

６
月
中
旬
原
油

Ｃ
Ｉ
Ｆ
32
円
強

　

財
務
省
が
８
日
発
表
し

た
６
月
中
旬
原
油
Ｃ
Ｉ
Ｆ

価
格
は
、
前
月
比
５
・
44

㌦
高
の
バレル  
46
・
52
㌦
と
４

ヵ
月
連
続
で
前
月
を
上
回

っ
た
。

　

円
建
て
は
、
原
油
価
格

の
上
昇
に
加
え
、
為
替
が

㌦
１
０
９
・
48
円
と
前
月

比
円
安
基
調
で
推
移
し
た

た
め
、
３
９
６
４
円
高
の

３
万
２
０
３
５
円
に
値
上

が
り
し
、昨
年
12
月
以
来
、

６
ヵ
月
ぶ
り
に
３
万
円
台

に
乗
せ
た
。

エ
ネ
庁

石
油
流
通
課
長

に
小
山
氏
着
任

　

▽
電
力
・
ガ
ス
取
引
監

視
等
委
員
会
事
務
局
取
引

監
視
課
長
（
電
力
・
ガ
ス

取
引
監
視
等
委
員
会
事
務

局
取
引
監
視
課
長
兼
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
資
源
・
燃

料
部
石
油
流
通
課
長
）
佐

合
達
矢
▽
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
資
源
・
燃
料
部
石
油

流
通
課
長
（
愛
知
県
産
業

労
働
部
長
）
小
山
和
久

 

（
７
月
６
日
付
）

　

ギ
ン
ガ
エ
ナ
ジ
ー
ジ
ャ

パ
ン
、
日
本
ユ
ニ
コ
ム
が

出
資
す
る
Ｊ
Ｃ
Ｒ
Ｍ
Ｅ

（
本
社
・
港
区
）
は
今
月

27
日
か
ら
、
新
市
場
『OIL 

SPOT Market Transfer 
To TOCOM

』 （
略
称
Ｔ

Ｔ
市
場
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
受

渡
制
度
を
用
い
た
現
物
取

引
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
を
ス
タ

ー
ト
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
取
引
で
①
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
海
上
②
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
陸
上
③
ノ
ン
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
陸
上
―
の
３
取

引
を
実
施
す
る
。

　

海
上
は
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
未
課
税
軽
油
、
陸
上

は
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
を
そ

れ
ぞ
れ
取
扱
う
。
同
市
場

で
売
買
さ
れ
た
価
格
は
立

会
外
取
引
を
通
し
、
東
京

商
品
取
引
所
の
ク
リ
ア
リ

ン
グ
制
度
や
申
告
受
渡
制

度
な
ど
が
利
用
で
き
る
た

め
、
決
済
や
製
品
受
渡
し

の
信
頼
性
は
高
い
。
国
内

で
現
物
、
先
物
の
両
市
場

が
連
動
す
る
仕
組
み
が
実

現
す
る
の
は
初
め
て
。

　

公
正
・
透
明
で
多
様
な

石
油
業
者
が
参
加
で
き
る

市
場
の
整
備
が
目
的
。
現

物
市
場
の
複
雑
な
取
引
を

標
準
化
し
、
条
件
の
絞
込

み
に
よ
る
恣
意
的
な
値
付

け
を
排
除
し
た
透
明
な
価

格
指
標
の
発
信
を
目
指

す
。
同
市
場
で
売
買
さ
れ

た
価
格
は
立
会
外
取
引
を

通
じ
先
物
市
場
に
建
玉
さ

れ
る
た
め
、
東
商
取
の
受

渡
・
決
済
機
能
が
利
用
で

き
る
。
ま
た
、
取
引
価
格

が
成
約
し
た
場
合
は
参
加

者
全
員
に
ス
ク
リ
ー
ン
上

で
数
量
、
価
格
の
み
通
知

さ
れ
る
。
売
買
方
法
は
時

Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
も
陸
上

価
格
指
標
を
配
信

　

米
国
系
大
手
価
格
指
標

会
社
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
は
こ
の
ほ

ど
、
今
月
27
日
か
ら
石
油

製
品
の
陸
上
取
引
に
つ
い

て
、
価
格
指
標
の
配
信
を

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
同
日
付
で

Ｊ
Ｃ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
の
Ｔ
Ｔ
市
場

が
立
ち
上
が
る
こ
と
に
伴

う
も
の
。
こ
れ
に
よ
り
、

国
内
の
陸
上
指
標
は
先
行

す
る
リ
ム
情
報
開
発
と
同

社
の
２
社
体
制
と

な
る
。

　

同
社
は
４
月
26

日
か
ら
京
浜
エ
リ

ア
の
海
上
指
標
に

参
入
し
、そ
の
後
、

阪
神
、
大
西
と
対

象
エ
リ
ア
を
拡
大

さ
せ
て
い
た
が
、

い
ず
れ
も
海
上
取

引
に
限
定
さ
れ
て

い
た
。

間
優
先
・
価
格
優
先
で
、

価
格
操
作
な
ど
を
防
止
す

る
観
点
か
ら
最
安
値
の
売

値
を
超
え
て
高
く
買
う
こ

と
、
最
高
値
も
買
値
を
超

え
て
安
く
売
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

３
市
場
個
別
で
は
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
海
上
は
取
引

単
位
が
１
口
５
０
０
㌔
㍑

で
京
浜
、
中
京
、
阪
神
、

菊
間
の
各
製
油
所
お
よ
び

東
商
取
指
定
の
油
槽
所
が

対
象
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
陸

上
は
１
口
10
㌔
㍑
で
川

崎
、
堺
の
各
製
油
所
、
一

方
、
ノ
ン
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

陸
上
は
取
引
単
位
は
10
㌔

㍑
だ
が
、
全
国
の
製
油
所

・
油
槽
所
が
対
象
で
制
限

な
し
。
３
市
場
と
も
に
立

会
時
間
は
24
時
間
。
年
間

費
は
無
料
、
取
引
手
数
料

は
海
上
が
㌔
㍑
20
円
か

ら
、
陸
上
は
㌔
㍑
50
円
か

ら
と
な
る
。
ま
た
、
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
２
市
場
の
取
引

期
間
は
当
該
月
の
約
２
ヵ

月
前
か
ら
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

　

な
お
、
７
日
開
催
し
た

市
場
説
明
会
（
写
真
）
で

は
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
資

源
・
燃
料
石
油
流
通
課
の

小
野
澤
恵
一
課
長
補
佐
、

東
商
取
の
小
渕
大
樹
理
事

が
来
賓
あ
い
さ
つ
し
、
同

市
場
と
価
格
指
標
の
関
連

に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｓ

社
の
ジ
オ
ン
・
チ
ャ
ン
ア

ジ
ア
取
締
役
と
リ
ム
情
報

　

今
週
の
卸
価
格
に
影
響

す
る
中
東
産
原
油
の
円
建

て
週
間
コ
ス
ト
は
、
前
週

比
㍑
１
・
０
円
値
下
が
り

た
。
４
週
続
落
で
累
計
は

３
・
６
円
安
。
米
国
Ｅ
Ｉ

Ａ
発
表
で
原
油
在
庫
が
期

待
ほ
ど
減
少
し
な
か
っ
た

た
め
欧
米
原
油
が
下
落
し

た
影
響
を
受
け
、
直
近
８

日
の
東
商
取
ド
バ
イ
も
㌦

建
て
で
前
日
比
バレル  
２
・
20

㌦
安
の
42
・
86
㌦
、
円
建

て
で
も
１
・
40
円
安
の
27

・
22
円
に
値
下
が
り
し
た
。

　

一
方
、
国
内
の
ガ
ソ
リ

ン
卸
市
場
は
陸
上
玉
が
先

週
半
ば
か
ら
急
落
の
展

開
。
８
日
午
後
に
は
東
名

阪
エ
リ
ア
で
94
円
台
の
Ｓ

Ｓ
届
け
が
み
ら
れ
る
ま
で

に
軟
化
。
８
日
の
東
商
取

先
物
も
前
日
比
で
海
上
が

１
・
４
円
安
の
93
・
６
円
、

陸
上
も
１
・
４
円
安
の
92

・
９
円
に
下
落
し
た
。

　
　
　

◇　
　

◇

　

販
売
業
者
筋
に
よ
る

と
、
Ｅ
Ｍ
Ｇ
外
販
は
９
日

か
ら
前
日
比
で
全
油
種
据

え
置
き
。
コ
ス
モ
先
行
は

８
日
か
ら
前
週
比
で
ガ
ソ

リ
ン
１
円
値
下
げ
、
そ
の

他
油
種
は
据
え
置
き
。

開
発
の
吉
井
亮
介
部
長
が

そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

小山石油流通課長㊨

右奥から東燃の横井常務、武藤社長、
廣瀬副社長 小林コスモ社長㊨

山下資源・燃料部長㊧

木村ＪＸＨＤ会長㊧
野田会長㊥に今後の活動方針を説明する
森会長㊨と河本副会長・専務理事㊧

原
油
コ
ス
ト
１
円
軟
化

Ｇ
陸
上
玉
、先
週
半
ば
以
降
急
落

森会長が業界歴訪スタート

ＪＣＲＭＥ

国
内
初
の
新
市
場
27
日
取
引
開
始

〝
現
物
〞と〝
先
物
〞が
連
動

全石連

Ｓ
Ｓ
供
給
網
堅
持
へ
支
援
要
請

新
体
制
や
活
動
方
針
説
明

週仕切り指標のコスト変動と推計値（＊原油＝価格適用期間のＦＯＢ平均値） （円／Ｌ）

適用期間
原油

ガソリン 灯油 軽油 A重油

土～金曜 指標 先行 外販 TOCOM 指標 TOCOM 指標 TOCOM 指標

６／４週 ▲1.65 ▲0.3 0.0 0.0 ▲0.2 ▲0.3 0.2 ▲0.2 0.3 ▲0.3

2016年６月（前月比） 1.42 3.7 1.8 6.1 0.7 4.5 1.7 4.3 1.5 3.6

７／１週 ▲0.11 ▲0.7 ▲1.0 0.0 ▲1.5 ▲0.4 ▲0.7 ▲0.1 ▲0.6 ▲0.3

　　２週 ▲0.84 ▲0.7 0.0 1.0 ▲1.2 ▲0.4 ▲0.7 ▲0.0 ▲0.5 ▲0.1

前週実勢値 29.78 96.7 96.8 --- 95.1 39.8 38.8 41.1 39.3 38.3

前週標準仕切り推計 --- 102.5 101.9 --- 97.6 45.6 41.3 46.9 41.8 44.1

　　３週 ▲0.95 ▲1.9 ▲1.0 0.0 ▲1.6 ▲0.9 ▲1.5 ▲1.0 ▲1.5 ▲0.6

当週実勢値予測 28.84 94.8 95.8 --- 93.6 39.0 37.2 40.2 37.8 37.7

最近値 27.41 93.1 95.8 --- 93.6 38.1 37.2 39.3 37.8 37.0

　

全
石
連
と
油
政
連
の
当
面
最
大
の

課
題
で
あ
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
問
題
。
森
洋
全

石
連
会
長
は
全
石
連
総
会
で
の
就
任

あ
い
さ
つ
や
表
敬
訪
問
し
た
石
油
流

通
問
題
議
員
連
盟
の
幹
部
を
は
じ

め
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
や
石
油
連

盟
の
幹
部
と
の
面
談
で

必
ず
こ
の
問
題
を
取
り

上
げ
、
「
Ｓ
Ｓ
側
で
対

応
す
る
方
針
は
断
じ
て

許
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
訴
え
て
い
る
。

　

Ｖ
Ｏ
Ｃ
問
題
と
は
、

環
境
省
の
専
門
委
員
会

に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
（
揮
発

性
有
機
化
合
物
）
の
排
出
抑
制
対
策

を
Ｓ
Ｓ
側
に
義
務
付
け
よ
う
と
い
う

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
問
題
だ
。
給

油
時
に
発
生
す
る
ガ
ソ
リ
ン
ベ
ー
パ

ー
を
抑
止
す
る
た
め
、
吸
収
装
置
の

付
い
た
新
型
計
量
機
を
導
入
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
れ
ば
１
Ｓ
Ｓ
平

均
１
千
万
円
前
後
の
投
資
が
必
要
に

な
る
。

　

森
会
長
は
「
１
千
万
円
も
の
新
規

投
資
は
我
々
中
小
石
油
販
売
業
者
が

負
担
で
き
る
金
額
で
は
な
い
。
地
下

タ
ン
ク
の
漏
洩
防
止
対
策
の
義
務
化

で
は
多
く
の
Ｓ
Ｓ
が
廃
業
・
撤
退
に

追
い
込
ま
れ
た
。
こ
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
問
題

で
再
び
仲
間
を
失
う
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
全
石
連
・
油
政
連
は
１

年
以
上
も
前
か
ら
望
月
義
夫
環
境
大

臣
（
当
時
）
ら
に
陳
情
し
、
Ｓ
Ｓ
側

へ
の
対
策
の
押
し
付
け
は
「
Ｓ
Ｓ
過

疎
地
化
を
加
速
さ
せ
る
」
と
し
て
自

動
車
側
の
Ｏ
Ｒ
Ｖ
Ｒ
方
式
で
の
対
応

を
求
め
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
環
境
省
の
専
門
委
員
会

の
議
論
が
い
ま
だ
「
Ｓ
Ｓ
対
応
」
に

向
か
っ
て
い
る
と
の
観
測
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、今
年
４
月
20
日
に
急
遽
、

自
民
党
の
石
油
流
通
問
題
議
員
連
盟

（
野
田
毅
会
長
）
の
緊
急
役
員
会
が

開
か
れ
た
。
議
連
役
員
か
ら
は
出
席

し
た
環
境
省
幹
部
に
対
し
「
Ｓ
Ｓ
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
『
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
最
後
の
砦
』
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
に
さ
ら
に
過

度
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
は
国
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
我
が

国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
Ｏ
Ｒ
Ｖ
Ｒ

付
き
の
車
を
つ
く
っ
て
お
り
、
米
国

的
な
対
応
に
す
べ
き
」
と
切
り
込
ん

だ
。

　

議
連
幹
部
で
も
あ
る
望
月
前
大
臣

も
出
席
し
「
政
府
は
地
方
創
生
を
掲

げ
て
い
る
の
に
、
義
務
付
け
ら
れ
れ

ば
Ｓ
Ｓ
は
皆
や
め
て
し
ま
う
。
Ｓ
Ｓ

に
負
担
を
か
け
さ
せ
る
の
は
理
論
的

に
成
り
立
た
な
い
」
と
述
べ
、
最
後

に
野
田
会
長
が
「
こ
れ
ら
の
意
見
が

議
連
の
総
意
だ
」
と
念
を
押
し
た
。

　

Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策
の
方
針
決
定
に
向
け

て
国
は
、
業
界
の
悲
痛
な
声
や
Ｓ
Ｓ

過
疎
化
の
現
状
、
さ
ら
に
は
災
害
対

応
に
欠
か
せ
な
い
Ｓ
Ｓ
の
存
在
意
義

な
ど
を
総
合
的
に
み
て
決
め
る
べ
き

だ
。
そ
れ
を
無
視
し
た
議
論
は
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
駆
使
し
て
断
固
反
対
し

て
い
く
。

論 説

わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
状

況
が
続
く
。
さ
ら
に
梅
雨

明
け
前
か
ら
各
地
で
熱
波

が
観
測
さ
れ
、
「
暑
い
」

を
通
り
越
し「
し
ん
ど
い
」

が
挨
拶
代
わ
り
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
異
常
気
象
の

要
因
に
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、「
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
」。

舌
を
噛
み
そ
う
な
気
象
用

語
だ
▼
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象

は
太
平
洋
赤
道
地
域
の
海

面
水
温
が
平
年
よ
り
低
い

状
態
が
続
く
現
象
で
、
こ

の
現
象
が
確
認
さ
れ
る
た

び
に
日
本
で
は
猛
暑
が
見

込
ま
れ
る
と
い
う
。
素
人

に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
相

関
関
係
だ
が
、
過
去
に
も

１
９
９
４
年
、
２
０
１
０

年
と
ほ
ぼ
６
年
周
期
で
ラ

ニ
ー
ニ
ャ
現
象
が
確
認
さ

れ
、
そ
の
夏
は
記
録
的
猛

暑
、
水
不
足
が
国
内
で
深

刻
化
し
た
▼
「
熱
中
症
」

や
「
猛
暑
日
」
な
ど
の
言

葉
が
普
及
し
、
脱
水
症
状

が
人
命
に
か
か
わ
る
こ
と

も
猛
暑
と
と
も
に
浸
透
し

た
。
だ
が
、
こ
の
猛
暑
も

悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

い
と
い
う
。
７
〜
９
月
に

平
均
気
温
が
１
度
上
昇
す

る
と
、
確
実
に
消
費
を
押

し
上
げ
る
効
果
が
専
門
機

関
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る

▼
ガ
ソ
リ
ン
を
含
め
、
化

粧
品
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
様

々
な
分
野
の
市
場
で
需
要

を
押
し
上
げ
る
ら
し
い
。

外
出
も
車
を
使
う
よ
う
に

な
り
、
エ
ア
コ
ン
効
果
で

燃
費
も
悪
化
。
車
内
用
の

日
差
し
避
け
用
品
や
冷
却

剤
も
よ
く
売
れ
る
。
６
年

に
１
回
の
特
需
で
あ
れ

ば
、「
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
」

は
従
業
員
の
健
康
管
理
を

し
っ
か
り
行
い
、
採
算
販

売
で
乗
り
切
り
た
い
。

▼
関
東
地
方

で
は
深
刻
な

水
不
足
。
西

日
本
全
域
で

は
逆
に
豪
雨

被
害
が
相
次

ぐ
今
夏
。
異

常
気
象
と
い

き
ょ
う
の
紙
面

２面　新理事長に聞く②
■ＤＡＴＡコーナー＝原油価格、石油製品先
物情報

３面　近畿版・夏商戦に期待と不安/中
国版・新執行部役割分担決まる

４面　お客様版ぜんせき
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運命アドバイザー　　北 秀一今 週 の 指 針 月生早見表

１月生＝１月５日～２月３日まで
２月生＝２月４日～３月４日まで
３月生＝３月５日～４月４日まで
４月生＝４月５日～５月４日まで
５月生＝５月５日～６月４日まで
６月生＝６月５日～７月６日まで
７月生＝７月７日～８月６日まで
８月生＝８月７日～９月６日まで
９月生＝９月７日～10月７日まで
10月生＝10月８日～11月６日まで
11月生＝11月７日～12月６日まで
12月生＝12月７日～１月４日まで

1月生
2月生
3月生
4月生
5月生
6月生

運気平穏で好機もある。無理しな
ければ結果吉。金銭運まずまず。

情勢まずまずも恵まれる。冷静に
行動し好機つかめ。愛情運普通。

運気安定し強く期待できる。自信
持って行動しよう。金銭運強い。

運気強く見通し明るい。積極的に
行動して結果吉。愛情運も強い。

情勢に好不調の波あり。時の流れ
に乗り行動だ。金運に不安あり。

運気弱く情勢も不安定だ。軽率な
行動は慎むこと。愛情運も弱い。

7月生
8月生
9月生
10月生
11月生
12月生

運気不安定で見通し暗い。油断す
ると自滅する。金銭運も不安定。

強運日＝12、15
吉方位＝南東

情勢落ち着かず曲折あり。運気不
安定で見通し暗い。愛情運弱い。

運気強く見通しも明るい。積極的
に行動し結果吉。金銭面も有望。

運気不安定だが好機はある。冷静
に行動し結果吉。愛情運不安定。

情勢は安定して期待できる。慎重
に行動し結果吉。金運まずまず。

運気強く見通し明るい。積極的に
行動し成功する。愛情運も強い。

７月11日～17日

ＤA T A コーナー

関
東
市
場
で
１
３
０
円
台
を
掲
げ
る
Ｓ
Ｓ
は

あ
る
が
…

　
【
大
阪
】大
阪
石
商（
安

井
一
男
理
事
長
）は
５
日
、

大
阪
市
内
で
理
事
・
支
部

長
合
同
会
議
を
開
き
、
安

井
理
事
長（
写
真
）が「
小

規
模
経
営
の
組
合
員
に
焦

点
を
当
て
た
活
動
を
行

う
」
と
所
信
を
表
明
、
新

執
行
部
を
紹
介
し
た
。
ま

た
、
新
た
に
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
委
員
会
と
、
経
営

相
談
の
た
め
の
専
門
委
員

会
を
設
置
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　

安
井
理
事
長
は
「
組
織

の
85
％
を
占
め
る
小
規
模

経
営
の
組
合
員
各
位
が
業

界
と
し
て
の
安
定
供
給
の

要
」
と
し
、
組
織
活
動
は

小
規
模
経
営
組
合
員
を
存

続
可
能
に
す
る
こ
と
に
最

大
限
の
努
力
を
続
け
る
こ

と
が
重
要
と
の
認
識
を
示

し
た
。

　

さ
ら
に
「
困
っ
た
と
き

は
大
石
商
と
言
わ
れ
る
組

織
に
な
る
」
と
強
調
し
、

相
談
業
務
や
経
営
支
援
策

な
ど
を
充
実
さ
せ
る
意
向

と
、
共
同
事
業
の
拡
充
や

新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み

を
加
速
す
る
こ
と
を
今
後

の
課
題
と
し
て
挙
げ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
新
委
員

会
を
含
め
、
執
行
部
が
率

先
し
組
織
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
こ
と
を
強
調
し
、「
各

委
員
会
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
組
合
員

へ
理
解
を
求
め
た
。

商
の
応
援
に
謝
辞
を
述
べ

る
と
と
も
に
、「
県
内
の
中

小
・
零
細
企
業
は
大
き
な

打
撃
を
受
け
、
復
旧
の
た

め
の
十
分
な
融
資
を
受
け

ら
れ
な
い
状
態
だ
。
Ｓ
Ｓ

業
界
は
厳
し
い
経
営
環
境

下
に
あ
る
が
、
様
々
な
支

援
策
も
あ
り
、
こ
れ
を
活

用
し
て
生
き
残
っ
て
い
こ

う
」
と
強
調
。
ま
た
「
Ｓ

Ｓ
に
対
し
て
多
く
の
補
助

　

【
大
分
】
大
分
石
商
・

協
（
西
謙
二
理
事
長
）
の

理
事
会
・
支
部
長
会
が
６

日
、
大
分
市
で
開
催
さ
れ

た
。
西
理
事
長
（
写
真
）

は
『
熊
本
地
震
』
の
影
響

が
続
く
中
で
全
国
の
石
商

な
ど
か
ら
激
励
・
お
見
舞

い
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
感
謝
し
、
「
組
合
の

団
結
に
よ
っ
て
苦
境
を
乗

り
切
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

　

大
分
県
は
地
震
に
よ
る

直
接
的
な
被
害
は
比
較
的

小
さ
か
っ
た
が
、
観
光
地

の
別
府
で
は
キ
ャ
ン
セ
ル

が
相
次
ぎ
前
年
に
比
べ
て

８
割
減
と
い
う
状
態
が
続

き
、
県
全
体
の
経
済
が
打

撃
を
受
け
、
Ｓ
Ｓ
に
も
影

響
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

西
理
事
長
は
全
国
の
石

　

元
売
の
仕
切
価
格
が
値

下
げ
傾
向
へ
と
転
じ
た
こ

と
で
、
関
東
各
地
の
地
元

Ｓ
Ｓ
業
者
か
ら
は
不
安
の

声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。一
方
、

長
引
く
過
当

競
争
に
よ
っ

て
財
務
体
質

は
悪
化
し
て

お
り
、
会
社

存
続
の
た
め

利
益
確
保
の
必
要
性
が
強

ま
っ
て
い
る
。

　

７
月
２
週
に
入
り
、
多

く
の
元
売
は
ガ
ソ
リ
ン
の

仕
切
り
値
下
げ
を
通
告
。

茨
城
県
内
の
特
約
店
社
長

は
「
近
隣
で
新
設
Ｓ
Ｓ
が

オ
ー
プ
ン
し
て
競
争
が
激

し
く
な
っ
て
い
る
。
い
ま

は
ど
の
Ｓ
Ｓ
も
販
売
不
振

だ
か
ら
、
仕
切
り
が
下
が

れ
ば
量
販
店
は
赤
字
覚
悟

で
安
売
り
セ
ー
ル
を
や
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
懸
念

す
る
。

　

関
東
市
場
で
は
こ
の
と

こ
ろ
の
仕
切
価
格
上
昇
を

受
け
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
２

０
円
台
を
掲
示
す
る
Ｓ
Ｓ

が
増
え
つ
つ
あ
っ
た
が
、

千
葉
県
内
の
販
売
店
社
長

は
「
仕
切
り
を
考
え
る
と

１
２
０
円
台
で
も
苦
し
い

と
思
う
。
掛
売
り
や
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
や
っ
て
い
る
か
ら

な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で

い
る
が
、
な
け
れ
ば
と
っ

く
に
店
を
閉
め
て
い
る
だ

ろ
う
」と
窮
状
を
訴
え
る
。

　

燃
料
油
か
ら
得
ら
れ
る

利
幅
は
薄
く
な
る
ば
か
り

で
、
千
葉
県
内
の
特
約
店

社
長
は
「
４
〜
５
月
は
全

く
利
益
が
取
れ
て
い
な
か

っ
た
。
安
値
量
販
店
に
追

随
す
れ
ば
倒
産
す
る
恐
れ

が
あ
る
。
社
員
を
食
べ
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
利
益

を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
」、

　

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
の
運

営
す
る
８
Ｓ
Ｓ（
群
馬
・
新
田
店
、千
代
田
店
、栃
木
・

宇
都
宮
店
、
千
葉
・
富
里

店
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

（
Ｎ
Ｔ
）店
、千
葉
店
、埼
玉

・
幸
手
店
、東
京
・
瑞
穂
店
）

の
う
ち
、
４
Ｓ
Ｓ
は
７
日

か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ

ン
を
値
下
げ
し
、新
田
、宇

都
宮
、
幸
手
が
１
円
安
の

１
１
４
円
、
瑞
穂
が
２
円

安
の
１
１
３
円
と
し
た
。

千
代
田
は
１
１
４
円
、
千

葉
３
Ｓ
Ｓ
は
１
１
２
円
で

そ
れ
ぞ
れ
据
え
置
い
た
。

　

軽
油
は
新
田
、
宇
都
宮

が
１
円
値
下
げ
し
て
86

円
。
千
代
田
、
幸
手
、
瑞

穂
は
86
円
、
千
葉
３
Ｓ
Ｓ

は
84
円
で
い
ず
れ
も
据
え

置
き
。

　

灯
油
は
全
店
据
え
置
き

で
、
新
田
が
55
円
（
18
㍑

は
割
引
で
９
８
０
円
）
、

千
代
田
、
千
葉
Ｎ
Ｔ
が
53

円
（
18
㍑
９
４
０
円
）
、

他
５
Ｓ
Ｓ
が
52
円
。

　

【
裾
野
＝
静
岡
】
近
畿

を
中
心
に
広
域
で
Ｐ
Ｂ
Ｓ

Ｓ
を
展
開
す
る
日
商
有
田

（
本
社
・
和
歌
山
県
有
田

市
）
が
４
日
、
静
岡
県
裾

野
市
に
裾
野
Ｓ
Ｓ
を
オ
ー

プ
ン
し
た
（
写
真
）
。

　

計
量
機
４
機
、
８
レ
ー

ン
で
洗
車
機
２
機
を
配
す

る
大
型
店
舗
。
５
日
時
点

の
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
価
格
表

示
は
ハ
イ
オ
ク
１
２
５

円
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
１
５

円
、
軽
油
85
円
、
灯
油
52

円
で
、
８
日
も
同
様
。
周

辺
Ｓ
Ｓ
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１

２
０
〜
３
円
が
中
心
で
、

５
〜
８
円
程
度
の
開
き
が

あ
る
。

　

周
辺
Ｓ
Ｓ
は
「
今
後
の

価
格
動
向
を
注
視
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
し
、
周
辺

地
域
へ
の
影
響
拡
大
を
危

惧
し
て
い
る
。

新
潟
県
内
の
特
約
店
社
長

は
「
い
つ
ま
で
も
隣
の
Ｓ

Ｓ
の
看
板
価
格
を
気
に
し

て
い
る
時
代
で
は
な
い
。

昔
の
よ
う
に
、
な
ん
の
工

夫
を
し
な
く
て
も
売
れ
た

時
代
は
終
わ
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
生
き
残
り
続

け
る
た
め
に
利
益
は
必
要

だ
」と
、採
算
確
保
の
必
要

性
を
強
く
訴
え
て
い
る
。

る
。
地
場
業
者
が
参
入
し

や
す
い
よ
う
に
、
分
離
・

分
割
発
注
の
導
入
が
求
め

ら
れ
そ
う
だ
。

　

公
営
交
通
事
業
協
会
に

加
盟
す
る
会
員
都
市
か

ら
、
政
令
指
定
都
市
の
交

通
局
を
対
象
に
、
市
営
バ

ス
向
け
の
軽
油
の
落
札
結

果
を
ま
と
め
た
（
表
。
北

九
州
市
の
み
単
月
ご
と
の

契
約
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
直
近
７
月
分
の
契
約

価
格
を
引
用
）
。
落
札
者

は
今
後
、
市
の
広
報
紙
な

ど
を
通
じ
て
発
表
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
入
札
で
は
名
古

屋
市
で
波
乱
が
起
き
、
随

意
契
約
に
な
っ
た
。
市
に

よ
る
と
、
落
札
価
格
が
想

定
よ
り
も
上
回
っ
た
た

め
、
数
回
や
り
直
し
た
も

の
の
、
不
調
続
き
の
た
め

随
意
契
約
に
至
っ
た
と
い

う
。
そ
の
結
果
、
市
内
３

ブ
ロ
ッ
ク
と
も
中
日
本
商

事
と
㍑
71
・
８
〜
９
円
で

契
約
し
た
。
中
日
本
商
事

は
名
古
屋
だ
け
で
な
く
横

浜
や
川
崎
市
に
も
納
入
す

る
こ
と
に
な
り
、
19
ヵ
所

中
９
ヵ
所
と
半
分
近
く
を

落
札
、
第
１
半
期
の
４
ヵ

所
か
ら
大
き
く
落
札
件
数

を
伸
ば
し
た
。

　

今
回
の
落
札
価
格
は
単

純
平
均
で
㍑
72
・
２
円
と

な
り
、
前
年
度
の
90
・
９

円
と
比
べ
大
幅
に
値
下
が

り
し
た
。
一
方
で
、
原
油

価
格
に
底
値
感
が
出
た
第

１
四
半
期
よ
り
は
６
・
７

円
高
と
な
っ
た
。

国
の
華
泰
期
貨（
本
社
・
広

州
、
資
本
金
＝
約
１
３
４

億
円
、１
９
９
４
年
設
立
）

と
協
力
関
係
強
化
を
図
る

た
め
覚
書
を
締
結
し
た
。

同
社
は
中
国
の
主
要
先
物

ブ
ロ
ー
カ
ー
の
１
つ
。

　

▽
内
閣
府
・
原
子
力
被

災
者
生
活
支
援
チ
ー
ム
事

務
局
（
資
源
・
燃
料
部
石

油
流
通
課
長
補
佐
・
品
質

管
理
担
当
）
山
岡
寛
▽
資

源
・
燃
料
部
石
油
流
通
課

長
補
佐
・
品
質
管
理
担
当

（
資
源
・
燃
料
部
石
油
流

通
課
付
）
成
瀬
輝
男
（
７

月
１
日
付
）

制
度
が
あ
る
の
は
、
燃
料

が
そ
れ
だ
け
重
要
な
存
在

で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｓ

が
力
を
合
わ
せ
て
組
合
活

動
を
続
け
て
い
る
か
ら

だ
。
公
正
で
健
全
な
市
場

に
す
る
た
め
に
も
組
合
活

動
が
大
切
。
力
を
合
わ
せ

厳
し
い
環
境
を
乗
り
越
え

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
観
光

客
を
呼
び
込
む
こ
と
が
重

要
。
大
分
を
訪
れ
る
車
の

高
速
道
路
料
金
を
割
引
す

る
と
い
っ
た
運
動
を
展
開

し
よ
う
」
と
い
う
意
見
も

あ
り
、
油
政
連
と
連
携
し

て
支
援
策
を
検
討
す
る
こ

と
に
し
た
。

　

【
下
呂
＝
岐
阜
】
岐
阜

石
商
・
協
（
澤
田
栄
理
事

長
）
の
役
員
研
修
会
が
５

日
、
全
石
連
の
河
本
博
隆

副
会
長
・
専
務
理
事
を
講

師
に
約
30
人
が
出
席
し
て

下
呂
市
で
開
か
れ
た
。

  

河
本
副
会
長
は
「
石
油

販
売
業
の
現
状
と
課
題
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
関
係

省
庁
や
自
民
党
石
油
議
連

な
ど
中
央
で
の
最
近
の
協

議
内
容
な
ど
を
説
明
し
、

Ｓ
Ｓ
の
経
営
基
盤
強
化
の

た
め
の
支
援
策
継
続
・
拡

充
、
系
列
と
業
転
と
の
格

差
縮
小
・
是
正
、
過
重
な

石
油
諸
税
の
軽
減
、
Ｖ
Ｏ

Ｃ
問
題
、
水
素
Ｓ
Ｔ
な
ど

の
次
世
代
対
応
を
全
石
連

と
し
て
国
に
強
く
求
め
て

い
る
こ
と
、
さ
ら
に
公
取

委
の
考
え
方
、
油
政
連
の

現
状
な
ど
細
部
に
わ
た
っ

て
述
べ
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｓ
の
異
常
な
低
価
格
が

地
域
市
場
を
乱
し
て
い
る

実
態
や
、
官
公
需
に
つ
い

て
国
が
中
小
石
油
販
売
業

者
か
ら
の
購
入
を
勧
め
な

が
ら
、
現
実
に
は
逆
に
随

意
契
約
だ
っ
た
役
所
が
競

争
入
札
に
切
り
替
え
て
い

る
な
ど
の
問
題
が
提
起
さ

れ
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
。

　

【
岡
山
】
岡
山
県
石
油

販
売
業
暴
力
追
放
協
議
会

（
木
村
容
治
会
長
）
は
６

日
、
県
石
油
会
館
で
２
０

１
６
年
度
総
会
を
開
き
、

岡
山
県
警
、
岡
山
県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
を
よ
り
密
に
し

な
が
ら
、
組
織
的
防
衛
や

排
除
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

小
出
総
太
郎
副
会
長

（
岡
山
石
商
理
事
長
）
が

「
我
々
に
と
っ
て
も
暴
力

団
関
係
は
身
近
な
問
題
で

あ
り
、
現
場
で
の
対
応
が

し
っ
か
り
と
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
（
写
真
）
。
続

い
て
、
今
年
度
も
従
来
同

様
に
県
警
や
暴
追
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
つ
つ
、
暴
力

団
を
は
じ
め
と
す
る
反
社

会
的
勢
力
に
対
処
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
役
員
改
選
で
は
小

出
副
会
長
を
新
会
長
に
選

出
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

最
後
に
「
あ
ら
ゆ
る
暴
力

の
徹
底
排
除
と
石
油
販
売

業
界
を
取
り
巻
く
犯
罪
の

防
止
に
ま
い
進
す
る
」
と

い
う
〝
暴
力
追
放
決
議
〞

を
採
択
し
た
。

　

大
都
市
圏
の
政
令
指
定

都
市
の
交
通
局
が
実
施
す
る
第
２
四
半
期
分
（
７
〜

９
月
）
の
軽
油
落
札
結
果

が
ま
と
ま
っ

た
。
原
油
価

格
変
動
の
影

響
を
受
け
、

前
年
度
対
比

で
は
大
幅
に

値
下
が
り
し

た
も
の
の
、

直
近
の
第
１

四
半
期
に
比

べ
る
と
多
少

割
高
と
な
っ

た
。一
方
で
、

こ
れ
ま
で
の

落
札
結
果
を

み
て
も
大
手

業
者
で
占
め

ら
れ
て
い

　

―
―
業
界
が
厳
し
い
中
で

の
就
任
だ
が
。

　

大
変
な
苦
労
を
重
ね
て
会

社
や
組
合
を
育
て
て
き
た
尊

敬
す
る
経
営
者
、
先
輩
が
何

人
も
お
り
、
そ
う
し
た
方
々

や
組
合
員
の
意
見
を
聞
き
、

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
力
を
借

り
な
が
ら
組
織
を
運
営
し
て

い
き
た
い
。
環
境
が
厳
し
い

か
ら
と
、
経
営
者
が
落
ち
込

ん
だ
り
、
下
を
向
い
て
し
ま

っ
た
ら
だ
め
だ
。
セ
ル
フ
で

あ
れ
フ
ル
で
あ
れ
、
働
く
人

の
質
や
志
が
Ｓ
Ｓ
と
会
社
の

力
に
通
じ
る
。
従
業
員
が
石

油
会
社
を
選
ん
で
良
か
っ

た
、
こ
の
仕
事
に
就
い
て
良

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
業
界

を
目
指
し
た
い
し
、
そ
う
な

れ
ば
必
然
的
に
組
合
も
ま
す

ま
す
良
い
方
向
に
向
か
う
と

思
う
。

　

―
―
元
売
２
強
プ
ラ
ス
１

時
代
の
到
来
に
つ
い
て
。

　

統
合
が
実
現
す
れ
ば
、
競

争
だ
け
で
は
な
く
問
題
点
を

少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
の

協
議
が
進
み
、
業
況
も
良
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

再
編
を
機
会
に
、
自
由
化
以

降
の
約
20
年
間
に
起
き
た
こ

と
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
系

列
と
は
な
に
か
」
に
立
ち
戻

っ
て
将
来
を
見
据
え
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。
Ｓ
Ｓ
事

業
を
ど
う
い
う
精
神
で
展
開

し
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

で
運
営
し
て
い
く
の
か
、
会

社
と
し
て
貫
く
べ
き
は
な
ん

な
の
か
を
考
え
る
こ
と
も
大

事
だ
。

　

―
―
県
西
部
へ
の
コ
ス
ト

コ
Ｓ
Ｓ
進
出
や
飛
騨
地
方
に

ま
で
及
ん
で
い
る
低
価
格
競

争
に
つ
い
て
は
。

　

コ
ス
ト
コ
は
Ｓ
Ｓ
安
売
り

だ
け
で
な
く
パ
ー
ト
従
業
員

の
高
時
給
な
ど
地
域
事
情
を

混
乱
さ
せ
る
商
売
を
続
け
て

お
り
、
資
本
力
に
も
の
を
い

わ
せ
て
既
存
店
の
恨
み
を
買

う
よ
う
な
や
り
方
だ
。
組
合

と
し
て
は
不
当
廉
売
の
疑
い

を
確
認
し
た
場
合
は
引
き
続

き
公
正
取
引
委
員
会
へ
の
調

査
依
頼
申
告
な
ど
を
続
け
て

い
く
。
同
時
に
生
き
残
る
た

め
に
収
益
を
上
げ
て
い
く
こ

と
の
大
事
さ
を
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
確
か

に
価
格
競
争
が
激
化
し
て
お

り
、
そ
の
陰
で
苦
し
む
小
規

模
Ｓ
Ｓ
の
販
売
姿
勢
が
い
か

に
適
正
か
も
含
め
、
官
公
需

な
ど
に
も
っ
と
理
解
を
深
め

た
い
。

　

―
―
組
合
は
無
車
検
車
撲

滅
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

無
車
検
車
を
発
見
す
る
た

め
の
車
検
シ
ー
ル
拡
大
な
ど

の
活
動
が
よ
う
や
く
国
交
省

を
動
か
す
ま
で
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
シ
ー
ル
の
カ
ラ
ー
化

な
ど
を
求
め
て
無
車
検
車
の

追
放
、
Ｓ
Ｓ
の
車
検
受
注
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

―
―
組
合
と
本
業
以
外
に

も
県
内
有
数
の
進
学
校
同
窓

会
長
な
ど
多
忙
な
日
々
と
う

か
が
っ
た
が
。

　

岐
阜
商
議
所
や
県
経
済
同

友
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い

る
が
、
楽
し
く
勉
強
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
立
派
な
卒

業
生
が
多
い
母
校
の
同
窓
会

長
は
緊
張
す
る
が
ま
だ
就
い

た
ば
か
り
。
学
生
時
代
か
ら

の
弦
楽
器
の
ベ
ー
ス
は
趣
味

の
１
つ
。
そ
の
縁
で
、
岐
阜

交
響
楽
団
の
理
事
の
仕
事
も

楽
し
ん
で
い
る
。

　

「
こ
の
仕
事
を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
働
く
人
た
ち
が

実
感
で
き
る
業
界
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
組

合
の
発
展
に
つ
な
が
る
」
。
明
治
期
の
創
業
以
来
１
３

１
年
、
老
舗
５
代
目
と
し
て
経
営
の
陣
頭
指
揮
を
執
り

つ
つ
、
岐
阜
石
商
・
協
副
理
事
長
や
石
油
協
会
副
会
長

な
ど
の
要
職
を
務
め
て
き
た
澤
田
栄
理
事
長
（
丸
栄
石

油
社
長
・
出
光
系
）
。
全
石
連
青
年
部
副
会
長
当
時
、

培
っ
た
知
識
で
中
部
初
の
青
年
部
組
織
を
立
ち
上
げ
た

経
験
も
持
つ
実
行
力
あ
る
新
理
事
長
に
周
囲
の
期
待
は

大
き
い
。

働く人が誇りを持てる業界目指して

▼

岐
阜

澤
田
　
栄
氏

新
理
事
長
に
聞
く 

●２

「この仕事に就いて良かった
と実感できる業界を目指した
い」と強調する澤田理事長

　

東
京
商
品
取
引
所
は
中

東
商
取

中
国
・
華
泰
期
貨
と

協
力
強
化
で
覚
書

石
油
流
通
課
人
事

連
携
密
に
暴
力
、

犯
罪
防
止
へ
邁
進

岡
山
暴
追
協

日
商
有
田　

裾
野
店
が
オ
ー
プ
ン　
静　
　

岡

Ｊ
本
田　

４
店
で
Ｇ
値
下
げ

関　東

量
販
店
攻
勢
活
発
化
を
懸
念

仕
切
り
下
げ
に
募
る
不
安 中

日
本
商
事
、ほ
ぼ
半
数
落
札

政
令
市
交
通
局

第
２
Ｑ
軽
油　

平
均
は
72
・
２
円

大　
　

分　

結
束
固
め
苦
境
打
開

岐　
　

阜　

下
呂
で
役
員
研
修　
河
本
副
会
長

招
き
講
演
会

大　阪

困
っ
た
時
頼
ら
れ
る
組
織
へ

安
井
新
執
行
部
が
始
動

発注者 落札日 合計数量（㌔㍑）平均落札価格（円／㍑）
仙台市 ６月23日 1,962 73.2
東京都 ６月21日 6,551 73.2
横浜市 ６月22日 2,873 71.5
川崎市 ６月21日 1,433 71.5
名古屋市６月20日 4,283 71.9
大阪市 ６月８日 2,530 71.9
神戸市 ６月８日 2,260 72.3
北九州市６月24日 150 70.9

公営交通事業協会加盟業者・落札結果
（7月～9月、消費税抜き）

注1）北九州は7月分のみとなっている

16：30現在 前日比 限月 16：30現在 前日比

（前日出来高2,286枚） ガソリン （前日出来高25枚）

39,750 ▲1,400 ⑧限月 39,140 ▲1,360
39,850 ▲1,450 ⑨限月 39,400 ▲2,100
39,590 ▲1,300 ⑩限月 39,000 ▲1,010
39,460 ▲1,270 ⑪限月 39,000 ▲1,500
39,300 ▲1,320 ⑫限月 38,700 ▲900
39,140 ▲1,290 ①限月 38,800 ▲710

（前日出来高676枚） 灯　油 （前日出来高17枚）

37,210 ▲1,420 ⑧限月 38,000 ▲900
38,370 ▲1,320 ⑨限月 39,000 ▲500
39,870 ▲1,400 ⑩限月 40,000 ▲500
40,880 ▲1,340 ⑪限月 40,500 ▲900
41,430 ▲1,350 ⑫限月 41,500 ▲500
41,430 ▲1,380 ①限月 41,500 ▲500

（前日出来高0枚） 軽　油
37,800 ▲1,400 ⑧限月
37,800 ▲1,400 ⑨限月
37,800 ▲1,400 ⑩限月
37,800 ▲1,400 ⑪限月
37,800 ▲1,400 ⑫限月
37,800 ▲1,400 ①限月

△値上げ、▲値下げ◇ストップ高、◆ストップ安、単位：￥／ＫＬ

（京浜海上：１枚＝50ＫＬ） 　（伊勢湾油槽所：１枚＝20ＫＬ）

■石油先物市場・７／８

　　東京商品取引所 　中京石油市場

前日比

国内
指標

＄／Ｂ 44.90（△0.84）
￥／ＫＬ 28,796 （△533）

ＷＴＩ
＄／Ｂ 45.14（▲2.29）
￥／ＫＬ 28,950（▲1,475）

原油指標
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０
６
（
６
３
６
２
）
２
９
１
７

近
畿
支
局
（

）

大
阪
市
北
区
南
森
町
１‒

４‒

19

サ
ウ
ス
ホ
レ
ス
ト
ビ
ル
５
階

近

畿
採算性を重視するＳＳで
は124円のガソリン価格
を設定しているが…

　

滋
賀
県
や
兵
庫
県
で
は

１
２
１
円
か
ら
１
２
４
円

程
度
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を

設
定
す
る
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
が

増
え
て
い
る
。
大
阪
府
や

奈
良
県
、
和
歌
山
県
で
も

安
定
し
た
市
場
で
は
同
様

の
価
格
帯
で
推
移
し
て
い

　７月に入った近畿地方のガソリン市場は好市況地域でセルフＳＳのフリ
ー価格が121円以上、激戦地では117円前後という格好になっている。価格
差は４円以上だが、今後の市場動向には期待と不安が交差している。採算
重視のＳＳは「需要期にコスト転嫁をしたい」と採算姿勢を崩さないが、
激戦地の業者は「安値拡販姿勢が強まっている」と警戒感を強めている。

る
が
、
こ
う
し
た
地
域
の

激
戦
地
で
は
１
１
７
円
や

１
１
５
円
と
い
う
系
列
量

販
Ｓ
Ｓ
も
散
見
さ
れ
、
価

格
差
も
拡
大
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
る
。

　

京
都
府
で
も
安
値
拡
販

姿
勢
を
強
め
る
Ｓ
Ｓ
の
周

辺
Ｓ
Ｓ
か
ら
は
「
い
ま
だ

に
１
１
３
円
の
価
格
で
販

売
す
る
系
列
Ｓ
Ｓ
が
あ
る

の
は
信
じ
ら
れ
な
い
」
と

の
声
も
上
が
り
、
コ
ス
ト

上
昇
局
面
に
不
安
感
を
覚

え
る
業
者
も
多
い
。

　

奈
良
県
の
業
者
は
「
県

外
業
者
の
Ｓ
Ｓ
の
拡
販
姿

勢
が
強
い
。
こ
れ
に
過
剰

反
応
す
る
Ｓ
Ｓ
が
増
え
、

今
後
の
市
場
動
向
は
厳
し

い
と
予
測
し
て
い
る
」
と

話
す
業
者
も
あ
り
、
い
ま

が
正
念
場
の
市
場
動
向
に

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

　

大
阪
府
の
業
者
も
「
最

近
は
元
売
子
会
社
Ｓ
Ｓ
な

ど
の
進
出
も
相
次
ぎ
、
こ

れ
ま
で
安
定
し
て
い
た
市

場
ほ
ど
激
変
す
る
傾
向
が

あ
る
。
夏
場
商
戦
は
最
も

警
戒
す
る
時
期
か
も
し
れ

な
い
」
と
先
行
き
へ
の
不

安
感
を
強
め
て
い
る
。

　

大
阪
府
内
の
激
戦
地
で

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

Ｓ
Ｓ
の
安
値
拡
販
姿
勢
が

強
ま
っ
て
い
る
。
ガ
ソ
リ

ン
価
格
で
１
１
０
円
と
い

う
価
格
ま
で
確
認
さ
れ
、

周
辺
一
般
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
と

の
価
格
差
は
10
円
以
上
に

拡
大
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｂ
Ｓ

Ｓ
攻
勢
の
背
景
に
は
、
業

転
市
場
の
軟
化
が
あ
る
も

の
と
み
ら
れ
、
需
要
期
に

入
り
、
地
場
業
者
の
不
安

は
募
っ
て
い
る
。

　

６
月
末
に
は
系
列
セ
ル

フ
Ｓ
Ｓ
の
平
均
価
格
は
１

２
０
円
を
超
え
、
Ｐ
Ｂ
Ｓ

Ｓ
で
も
１
１
６
円
程
度
が

当
た
り
前
と
な
っ
て
い
た

大
阪
市
場
。
そ
れ
が
こ
こ

に
き
て
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｓ
の
安
値

攻
勢
が
目
立
つ
。
広
域
展

開
す
る
Ｐ
Ｂ
業
者
の
Ｓ
Ｓ

で
は
１
１
０
円
、
１
１
１

円
と
い
う
ガ
ソ
リ
ン
フ
リ

ー
価
格
が
横
行
し
て
お

り
、
こ
れ
に
系
列
量
販
Ｓ

Ｓ
が
追
従
す
る
構
え
も
み

せ
て
い
る
。

　

商
社
に
よ
る
と
６
月
初

旬
に
急
速
に
業
転
市
場
に

タ
イ
ト
感
が
現
わ
れ
て
い

た
が
、
下
旬
か
ら
７
月
に

入
り
業
転
市
場
は
余
剰
感

が
現
わ
れ
て
い
る
と
し
、

夏
場
の
需
要
を
狙
っ
た
Ｐ

Ｂ
Ｓ
Ｓ
の
思
惑
と
合
致
し

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

結
果
的
に
激
戦
地
で
は

一
時
的
に
１
２
３
円
程
度

に
ま
で
値
上
げ
し
た
ガ
ソ

リ
ン
価
格
を
１
２
０
円
前

後
に
値
下
げ
す
る
Ｓ
Ｓ
も

現
れ
、
採
算
性
を
脅
か
す

事
態
に
陥
り
そ
う
な
気
配

も
み
ら
れ
る
。

　

激
戦
地
の
地
場
業
者
は

「
す
で
に
広
域
業
者
Ｓ
Ｓ

や
量
販
指
向
の
強
い
系
列

Ｓ
Ｓ
が
追
従
す
る
姿
勢
を

強
め
て
い
る
」
と
Ｐ
Ｂ
の

攻
勢
に
警
戒
感
を
示
し
て

お
り
、
今
後
の
市
場
動
向

を
注
視
し
て
い
る
。

　

近
畿
地
方
の
軽
油
イ
ン
タ
ン
ク
市
場
が

伸
び
悩
む
中
、
卸
専
門
業
者
が
関
東
地
方

へ
進
出
す
る
動
き
を
強
め
て
い
る
。
関
東

以
北
で
軽
油
市
場
が
活
発
で
あ
る
こ
と
が

大
き
な
要
因
で
、
商
社
や
専
門
会
社
が
新

規
需
要
を
求
め
、
関
東
進
出
に
積
極
的
に

な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

大
阪
府
に
本
社
を
置
く
専
門
商
社
は

「
関
東
進
出
へ
力
点
を
置
い
て
い
る
」
と

明
か
す
。
運
送
会
社
、
観
光
関
係
な
ど
に

積
極
的
に
セ
ー
ル
ス
を
か
け
、
需
要
獲
得

を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。背
景
に
は「
関

西
圏
の
既
存
の
需
要
が
伸
び
悩
み
、
関
東

圏
で
は
需
要
が
伸
び
て
い
る
こ
と
が
大
き

い
」
と
い
う
。
景
況
感
で
も
関
西
に
比
べ
、

関
東
圏
か
ら
東
北
に
か
け
て
の
需
要
が
大

き
く
、
そ
の
た
め
に
広
域
販
売
部
な
ど
を

新
設
す
る
卸
業
者
も
多
い
よ
う
だ
。

　

商
社
だ
け
で
な
く
卸
専
門
業
者
も
新
規

需
要
獲
得
の
た
め
、
広
域
化
を
図
る
傾
向

が
強
く
、
す
で
に
供
給
網
の
整
備
も
充
実

し
て
い
る
こ
と
を
明
か
す
業
者
も
い
る
。

　

大
阪
市
内
の
商
社
責
任
者
は
「
需
要
が

あ
る
か
ら
と
安
易
に
進
出
し
て
も
う
ま
く

は
い
か
な
い
が
、
十
分
に
準
備
を
す
れ
ば

期
待
で
き
る
」
と
自
信
を
み
せ
、
今
後
は

軽
油
だ
け
で
な
く
中
間
３
品
で
の
需
要
拡

大
に
意
欲
を
み
せ
て
い
る
。

関
西
の
卸
専
門
業
者

軽油インタンク需要狙い関東へ積極進出

　

最
盛
期
に
比
べ
ほ
ぼ
半
減

し
た
と
い
わ
れ
る
近
畿
地
方

の
Ｓ
Ｓ
数
。
減
少
傾
向
は
鈍

化
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ

が
、
今
後
の
展
開
に
は
不
安

を
覚
え
る
業
者
も
多
い
。
不

安
を
感
じ
る
最
大
の
要
因
は

元
売
再
編
で
あ
り
、
そ
の
余

波
は
今
後
す
ぐ
に
現
れ
て
く

る
と
予
測
す
る
業
者
も
い

る
。

　

出
光
興
産
と
昭
和
シ
ェ
ル

石
油
、
Ｊ
Ｘ
と
東
燃
ゼ
ネ
ラ

ル
石
油
と
い
う
経
営
統
合
に

様
々
な
情
報
が
飛
び
交
う

中
、
系
列
業
者
の
不
安
感
も

日
ご
と
に
強
ま
っ
て
い
る
の

が
実
態
。
出
光
系
の
業
者
は

「
株
主
総
会
の
こ
と
な
ど
を

含
め
、
本
当
に
こ
れ
か
ら
ど

う
な
る
の
か
」
と
不
安
を
隠

せ
な
い
。

　

一
方
、
東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石

油
の
業
者
も
「
企
業
文
化
と

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
が

問
題
」
と
Ｊ
Ｘ
と
の
統
合
に

懐
疑
的
な
一
面
を
の
ぞ
か
せ

る
。
仕
切
り
や
調
整
な
ど
を

含
め
、
元
売
と
し
て
の
姿
勢

が
極
端
に
違
う
こ
と
を
懸
念

す
る
。

　

さ
ら
に
Ｓ
Ｓ
の
存
廃
問
題

に
な
る
と
さ
ら
に
不
安
は
強

い
。
「
同
じ
系
列
に
な
っ
た

場
合
、
競
争
相
手
だ
か
ら
と

い
う
判
断
が
で
き
な
い
。
我

々
よ
り
も
元
売
の
方
が
シ
ェ

ア
と
い
う
意
識
を
変
え
ざ
る

を
得
な
い
は
ず
」
と
指
摘
す

る
業
者
も
い
る
。

　

さ
ら
に
物
流
コ
ス
ト
や
事

後
調
整
の
あ
り
方
な
ど
を
め

ぐ
り
精
販
間
に
溝
が
で
き
る

可
能
性
を
指
摘
す
る
業
者
は

多
く
、
「
こ
の
ま
ま
い
け
ば

弱
い
者
に
し
わ
寄
せ
が
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
」
と
訴

え
る
業
者
も
い
る
。

　

「
Ｓ
Ｓ
が
健
全
に
競
争
す

る
に
は
そ
れ
な
り
に
供
給
元

の
選
択
肢
が
あ
る
ほ
う
が
良

い
。
そ
れ
を
石
油
業
界
全
体

の
流
れ
で
判
断
さ
れ
る
と
、

系
列
離
脱
を
加
速
す
る
可
能

性
も
あ
る
」
と
提
言
す
る
業

者
も
現
れ
て
い
る
。

企
業
文
化
の
差
ど
う
調
整

系
列
離
脱
加
速
見
込
み
も

元売再編に募る不安
需
要
期
こ
そ
採
算
重
視
で

激
戦
地
の
競
争
過
熱
懸
念

大
阪
市
場
で
Ｐ
Ｂ
攻
勢

背
景
に

業
転
余
剰　

広
が
る
格
差
10
円
超
も

０
８
２
（
２
６
４
）
６
６
２
３

中
国
支
局
（

）

広
島
市
南
区
的
場
町
１‒

７‒

20

広
島
県
石
油
会
館
２
階

中

国

　

中
国
経
産
局
（
波
留
静

哉
局
長
）は
こ
の
ほ
ど「
中

国
経
産
局
の
取
組
２
０
１

６
」を
取
り
ま
と
め
た（
写

真
）
。
国
の
「
日
本
再
興

戦
略
２
０
１
６
」
の
推
進

の
た
め
、
中
国
地
域
の
成

長
・
飛
躍
に
向
け
た
３
つ

の
方
針
〝
興
す
〞
〝
伸
ば

す
〞
〝
活
か
す
〞
で
各
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

く
も
の
だ
が
、
そ
の
中
で

も
特
に
同
局
が
中
国
地
域

の
強
み
を
活
か
し
て
取
り

組
む
中
味
に
つ
い
て
取
り
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
し
て
い
る
。

　

３
つ
の
方
針
の
内
容
は

①
先
端
技
術
で
次
世
代
産

業
を
興
す
（
先
進
環
境
対

応
車
の
部
素
材
産
業
を
興

す
、
次
世
代
グ
リ
ー
ン
デ

バ
イ
ス
関
連
産
業
群
を
興

す
）
②
多
様
な
切
り
口
を

伸
ば
す
（
も
の
づ
く
り
技

術
を
企
業
連
携
で
伸
ば

す
、
地
域
資
源
等
を
新
た

な
価
値
創
造
で
伸
ば
す
）

③
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
成
長

分
野
等
で
活
か
す
（
既
存

技
術
を
新
た
に
医
療
分
野

で
活
か
す
、
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ
の

利
点
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
分
野
で
活

か
す
）
と
い
う
も
の
。

い
く
」
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
地
域
の
活
性
化

を
応
援
す
る
た
め
に
今
年

１
月
に
創
設
し
た「
縁（
ゆ

か
り
）パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」

の
活
用
も
行
っ
て
い
く
。

同
制
度
は
、
中
国
地
域
の

各
市
町
村
に
「
出
身
地
」

と
か
「
学
生
時
代
を
過
ご

　

ま
た
、
地
方
創
生
に
関

す
る
同
局
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
中
山
間
部

地
域
に
お
け
る
「
ひ
と
」
、

「
し
ご
と
」
、
「
資
源
」

の
好
循
環
に
よ
る
地
域
の

自
立
・
継
続
に
向
け
た
支

援
方
策
調
査
を
行
い
「
こ

れ
を
基
に
し
な
が
ら
地
方

創
生
の
実
現
を
目
指
し
て

し
た
」
な
ど
の
縁
を
持
つ

職
員
を
中
心
に
当
該
自
治

体
及
び
自
治
体
内
に
あ
る

企
業
な
ど
か
ら
の
相
談
等

の
一
元
的
な
窓
口
と
な
る

ほ
か
、
各
地
域
と
連
携
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
も

支
援
し
て
い
く
も
の
。

　

こ
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
は
同
局
が
毎
月
発
行
し

て
い
る
電
子
広
報
誌
「
旬

レ
ポ
中
国
地
域
６
月
号
」

に
特
集
と
し
て
山
口
県
長

門
市
な
ど
の
事
例
を
取
り

上
げ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
個
別
の
支

援
制
度
の
紹
介
、
制
度
利

用
に
あ
た
っ
て
の
秘
訣
や

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
掲
載
し

て
い
る
支
援
制
度
利
用
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
〜
変
わ
る
キ

ッ
カ
ケ
・
50
の
ヒ
ン
ト
２

０
１
６
年
度
版
〜
の
積
極

的
な
利
活
用
も
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

▼
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ
＝
オ
ー
プ

ン
ソ
ー
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語
で
、
シ
ン
プ
ル
な
文
法

で
開
発
ス
ピ
ー
ド
が
高

く
、
他
の
言
語
と
の
互
換

性
も
高
い
こ
と
か
ら
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
時
代
に
強
み
を
発
揮

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

新
設
さ
れ
た
広
報
委
員

会
の
委
員
長
に
は
玉
木
昌

士
副
理
事
長
、
副
委
員
長

に
は
三
永
真
義
理
事
が
選

任
さ
れ
、
一
般
消
費
者
に

対
す
る
石
油
組
合
の
取
り

組
み
な
ど
の
広
報
活
動

や
、
組
合
員
へ
の
組
合
活

動
の
周
知
と
、
よ
り
積
極

的
な
組
合
活
動
へ
の
参
加

な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
経
営
委
員
会
の

委
員
長
は
中
内
啓
二
副
理

事
長
が
引
き
続
い
て
担
当

し
、
副
委
員
長
と
し
て
松

本
亮
理
事
が
研
修
会
関

係
、
同
じ
く
宗
永
肇
理
事

が
経
営
安
定
化
関
係
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
総
務
委
員

会
委
員
長
は
廣
川
正
一
副

理
事
長
、
共
同
事
業
委
員

会
委
員
長
は
檀
上
博
則
副

理
事
長
、
信
用
保
証
委
員

会
委
員
長
は
坂
東
辰
男
副

理
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き

　

広
島
石
商
・
協
（
大
野
徹
理
事
長
）
は
こ
の
ほ
ど
広
島
市
内
の
ホ
テ
ル
で
理

事
会
を
開
催
し
２
０
１
６
〜
17
年
度
の
役
員
役
割
分
担
を
決
め
た
。
今
回
の
役

割
分
担
で
の
特
色
は
、
こ
れ
ま
で
総
務
委
員
会
が
担
当
し
て
い
た
広
報
部
門
を

独
立
さ
せ
て
広
報
委
員
会
と
し
て
担
当
者
を
決
め
た
こ
と
と
、
経
営
委
員
会
に

経
営
安
定
化
担
当
と
研
修
会
担
当
を
設
置
し
た
点
で
あ
る
。

続
い
て
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

理
事
会
終
了
後
に
は
退

任
役
員
表
彰
と
し
て
、
大

野
理
事
長
が
前
理
事
の
こ

だ
ま
石
油
の
児
玉
研
氏

（
理
事
歴
５
期
10
年
）
、

玉
理
興
業
の
玉
理
省
造
氏

（
同
４
期
８
年
）、
天
野
商

店
の
天
野
英
樹
氏
（
同
２

期
４
年
）を
表
彰
し
た
。ま

た
、
全
石
連
の
組
合
役
員

功
労
表
彰
は
大
野
理
事
長

が
全
石
連
会
長
代
理
と
し

て
小
河
政
彦
オ
ゴ
ウ
社
長

に
表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

　

今
回
の
役
割
分
担
に
つ

い
て
大
野
理
事
長
は
「
Ｓ

Ｓ
業
界
、
組
合
活
動
に
対

す
る
一
般
消
費
者
へ
の
広

報
活
動
も
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
回
広
報
部
門

を
独
立
さ
せ
た
。
ま
た
、

経
営
委
員
会
の
研
修
会
に

関
し
て
は
、
Ｓ
Ｓ
単
独
で

は
難
し
い
研
修
会
を
組
合

で
実
施
し
て
現
場
の

人
に
よ
り
役
立
つ
も

の
に
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
た
」
と
説

明
し
「
そ
れ
ぞ
れ
の

委
員
会
で
難
し
い
問

題
な
ど
が
発
生
し
た

時
に
は
全
役
員
が
一

丸
と
な
っ
て
対
応
し

て
い
き
た
い
」
と
続

け
た
。

　

岡
山
県
が
こ
の
ほ
ど
ま

と
め
た
２
０
１
５
年
の
軽
油
引
取
税
徴
収
額
は
１
７

４
億
７
５
４
８
万
円
で
、

ほ
ぼ
前
年
並
み
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

同
県
で
は
こ
こ
５
年
間
は

大
き
な
変
動
も
な
く
前
年

並
み
で
推
移
し
て
い
る
。

　

県
税
務
課
が
ま
と
め
た

15
年
１
年
間
の
軽
油
引
取

税
徴
収
額
に
よ
る
と
、
前

年
同
月
を
上
回
っ
た
の
は

５
、
７
、
９
、
11
の
４
ヵ

月
、
ま
た
前
年
を
最
も
下

回
っ
た
の
は
４
月
（
10
・

７
％
減
）と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
年
間
で
は
前

年
比
２
・
１
％
減
と
な
っ

て
い
る
。

　

県
で
は
軽
油
引
取
税
の

脱
税
に
も
つ
な
が
る
不
正

軽
油
の
撲
滅
を
図
る
た

め
、
県
単
独
、
中
四
国
一

斉
、
全
国
一
斉
と
い
っ
た

形
で
の
路
上
軽
油
抜
取
調

査
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
岡
山
県
軽
油
引
取
税

納
税
組
合
と
の
連
携
に
よ

る
税
収
確
保
や
不
正
軽
油

に
関
す
る
情
報
収
集
に
も

力
を
注
い
で
い
る
。

　

中
国
石
油
業
厚
生
年
金

基
金（
西
尾
正
嗣
理
事
長
）

は
15
日
午
前
11
時
か
ら
広

島
市
内
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
21
広
島
で
理
事
会

を
開
催
す
る
。
主
要
議
題

は
監
事
の
選
出
、
代
議
員

の
再
任
承
認
な
ど
役
員
改

選
関
連
。
午
後
か
ら
は
理

事
会
の
審
議
事
項
な
ど
を

協
議
す
る
代
議
員
会
も
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

大
野
理
事
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た

児
玉
氏
（
右
）

広島・理事会

新
執
行
部
役
割
分
担
決
ま
る

広
報
委
員
会
を
独
立
設
置

経
営
委
に
は
２
名
の
担
当
理
事

理
事
会
な
ど

15
日
に
開
催

中
国
厚
年

岡山　軽油引取税額
15年・２％減の174億円

ま
と
め
た
も
の
。

　

同
戦
略
に
関
し
て
「
中

国
地
域
が
そ
の
強
み
を
発

揮
し
、
自
立
的
に
発
展
・

成
長
し
て
い
く
た
め
に
は

関
連
施
策
を
総
動
員
し
、

地
域
の
関
連
機
関
等
と
の

連
携
の
下
、
全
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
地
域
の
活
性

中国経産局

今
年
度
の
取
組
方
針
ま
と
め
る

興
す　
伸
ば
す　
活
か
す　
で
飛
躍

年 徴収額（千円） 前年比
2011年 18,050,536 0.5%
2012年 17,848,171 ▲1.1%
2013年 17,874,126 0.1%
2014年 17,848,519 ▲0.1%
2015年 17,475,478 ▲2.1%
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ＳＳからお客様へ 2016年
７月号

　レギュラーガソリン価格は、３月７日時点の112円をボトムに値上がりを続けています。
６月27日時点では124円と、昨年12月以来６ヵ月ぶりの120円台で推移しています。
　原油価格は11年初めから一昨年（14年）夏まで、３年半にもわたり「バレル  100㌦時代」が続
いていましたが、米国のシェールオイルの生産増大や欧州経済の低迷、中国など新興国経済
の失速により供給がダブつき油価を急速に押し下げました。さらに、原油需給のスィングプ
ロデューサー役だったサウジアラビアがその役割を放棄するなど、ＯＰＥＣ・非ＯＰＥＣ諸
国との間でシェア争いが激化し、今年１月には一時30㌦を割り込む暴落傾向をみせました。
　しかし原油価格の暴落で米国のシェールオイルなど高コストな原油生産が相次ぎ停止する
と、原油の生産や在庫の余剰感が徐々に薄れ、足元では50㌦前後まで浮上しています。こう
した油価の反転上昇傾向が、最近のガソリン価格値上がりの主要因となっています。

価格の話ガソリン価格が上昇しています

「ぜんせき」 お客様版　vol. １８４

　今後、世界的な景気の落ち込み
がない限り、需給は早ければ年末
までに、遅くとも来年の前半ごろ
にはバランスするとみられてお
り、原油価格の上昇傾向を下支え
するとみられていますが、一方で
油価上昇で採算性が高まってくる
シェールオイルの生産も再開され
る可能性が高く、油価上昇の下げ
圧力として働く可能性もありま
す。一進一退を続ける原油価格動
向にぜひ注目してください。
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